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上総湊臨海学園
区内小、中学生の身体鍛錬と集団生活に必要な協和の精神を涵養す
る た め 例 年 開 設 さ れ る 臨 海 学 園 は、 風 光 の 明 眉 と と もに 完 備 さ れ
た諸設備によつて着々所期の成果を挙げている。
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潮 騒 に起 き臥 し
健全な情操と身体の錬磨

= 上総 湊臨海学園=
○ 夏休に入り校外の野放し生活になれて不健全な娯楽に耽つ
たり不規則な時間的浪費から身につけた悪習を新学期に残し
たりする弊から子供達を守るために、区では緑蔭子供会と並
行して千葉県上総湊に臨海学園を開設した。これは例年、夏
季になると養護学園の施設をそのまま利用して臨海学園とす
るもので、本年は特にシヤワアー、浴室等の設備を設け臨海
学園としての環境、位置とともに更に完全なものとなつた。
○ 日課は区教育課が子供の体力その他について調査した統計
に基き計画された時間表によつて行われる。潮騒がかすかに
窓を打ち、対岸の観音崎灯台の光茫が薄れて白々と夏の日が
明けてくる頃、深い木立に囲まれた学園の空気をゆるやかに
ゆすぶつて起床の鐘がなる。涼しい磯の香と味噌汁の匂いが
学園一杯にひろがる頃には、昨日覚えたバタ足の嬉しさを話し合

う子供達の声が、学園の森から昇華して暑い太陽の中に溶け
こんでゆく。○ 夕方の4時、午後の海水浴終了、6時か

らレクレエーシヨンとしてスクエアダンスをしたり、学園備付けのオル
ガンに興じたりする。持参の浴衣を着た子供達の白

い影がたそがれの学園内を散歩しているとき、誰かが持つ
てきた線香花火の火花が散つて、無邪気な喚声が上るのも微
笑ましい。午後9時、満天の星空　、就寝の鐘がひびく、黒
々と横たわつた屋根の下には、もう健康な寝息が満ちている。

朝の掃除

午 睡

朝 食

浴 室

海 水 浴 場
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ユネスコとは
教 育 、科 学 、文 化 で

世 界 の友 情を 結 ぶ
ユネスコとは教育と科学と文化の面で

国民と国民とがお互いの理解によつて

平和を進めるためにつくられた世界組

識でUNESCOというのは国際連合教

育科学文化機関という頭文字をつらね

た言葉である。日本は正式にユネスコ

に参加できたがユネスコ本部は日本の

ために1949年の春から東京にユネ

スコ駐日代表部を設けて活動してい

る 。

ユ ネ ス コ に は 現 在59 か 国 が 参 加 し

ユ ネ ス コ 本 部 は パ リ に あ つ て ハ イ メ ・

ト レ ー ス 博 士 が 事 務 総 長 で 次 の 組 識 に

な つ て い る 。

1 、 総 会　 各 国 の 代 表 た ち と ユ ネ ス コ

の 最 も 重 要 な こ と が らを き め る た め に

毎 年1 回 開 か れ る 。

2、執行委員会　総会によつてきまつ
たいろいろの問題を実行する計画をた

て18名の委員は総会によつて選ばれ

る。

3 、 事 務 局　 総 会 と執 行 委 員 会 で き ま

つ た ことを 責 任 を もつ て 実 行 す る。

本 部 で き まつ た こ とが らは 参 加 して い

る国 々の ユ ネ ス コ 委 員会 や ユ ネ ス コ に

協 力 し よ う と す る 民 間 の 団 体 や また 世

界の 数 か 所 に 設 け ら れ た ユ ネ ス コ事 務

所 に よつ て 実 行 さ れ る。

ユネスコは世界平和のため国民と国

民がお互いに理解することを助けるた

めに教育、科学、文化の面でその発達

のために世界が協力し合うこと、また

それらが自由に交流して各国がおたが

いによく知り合い尊敬しあい、やがて

親交をむすぶ活動を目標に学者や科学

者は勿論学生や一般の人たちなどが行

き来する仕事もすすめ、争いと憎しみの

か わり に 協 力 と 友 情 を もつ て 世 界 の

平 和 を 築 こう と す る もの で あ る。

あ な た は ユ ネ スコ を 助 け て 平 和 の た

め に 役 立 つ こ と が で き る。 そ の た め に

は ま ず ユ ネ ス コ の 目的 や 精 神 を しつ か

り 身 に つ け 戦 争 を 心 の 中 か ら すつ か り

棄 て て し まつ た 人 間 にな る こ と が あ な

た た ちの 最 初 の 協 力 であ り そ の 上 で1

人 で も多 く の 人 達 に そ の よ う な 心 に な

つ て も ら う よ う 努 力 す る こと であ る。
綾 瀬 川 護 岸 工 事 始 ま る

区の東端を南北に流れる綾瀬川右岸(

花畑町3、539番地先) の護岸は2

4年8月の「キテイ台風」による出水の

ため決潰、区では直ちに復旧計画をた

てて建設省に国庫補助を申請していた

が、その許可を得たので本年10月8

日 完 成 の 了 定 で7 月21 日 延 長 約150

米 の 護 岸 工 事 に 着 手 し た 。 これ が 完

成 す れ ば 耕 地 の 浸 水 及 び 水 害 に よ つ て

蒙 る 損 害 が ま ぬ か れ る 結 果 約2 、000

万 円 に 上 る 増 収 が 見 込 ま れ て い る。

区 政 協 議 会

区 民 の 忌 憚 な い 意 見 や 要 望を きい て 、

そ れ らを で き 得 る 限 り 区 政 に 反 映 させ

て ゆ く こ と が 真 の 区 政 であ り 理 想 的 区

政 運 営 方 法 で あ る とい う通 論 に 従 い 円

満 明 朗 な 区 政 確 立 を 目 的 と し て 区 民 対

区 理 事 者 が 直接 膝 を 交 え て 意 見 を 交 換

す る 区 政 協 議 会 が 去 る7 月25 日 か ら

各 出 張 所 管 内 別 に 行 わ れ て お り 区 長 、

助 役 、 支 所 長 以 下 区 理 事 者 を 囲 ん で 連

日 地 元 民 と の 間 に 活 発 な 意 見 が 交 換 さ

れ て い る。 な お8 月17 日 で 区 政 協 議

会 が 終 了 す る 予 定 で あ る が 、 そ の 間 に

お け る 具 体的 成 果 そ の 他 につ い て は 本

紙 に 掲 載 す る予 定 であ る 。

巡 回 娯 楽 班 や 映 画 で

た の し い 緑 蔭 子 供 会 の 催 し

長 い 夏 休 の 間 、 と か く 不 健 全 な 娯 楽 に

陥 り 易 い 青 少 年 を 善 導 し集 団 生 活 を 通

じ て 健 康 か つ 智 性 豊 か に 育 てあ げ る こ

と を 目 的 と した 足 立 区 緑 陰 子 供 会 は7

月21 日 午 后5 時 か ら西 新井 大 師 境 内

で 区 内 の 少 年 少 女 多 数 を 集 め て ガ ー デ

ン・パー テ イを 催 し発 会 式 を 挙 げ ス ケ ジ

ユ ー ルに 従 つ て 着 々行 事 を 進 め て い

る 。 な お8 月18 日以 後 の 行 事 計 画 は

次 の 通 り 。

日　 行 事　　 場 所

18　 娯 楽 班　 伊 興 小 学 校
( 夕2時～4時)

映 画 会　 舎 人 小 学 校
( 夜6時～11時)

26　 学 童 水 泳 会 閉 会 式　 千 住 新 橋

27　 娯 楽 班　 観 音 寺
( 10時～12時)

28　 緑 陰 子 供 会 閉 会 式　 千3 小
( 1時～5時)

ス クエ ア ダ ン ス大 会　 千3 小
( 夕6時～9時)

商 店 会 運 営 協 議 会

商店会の合理的運営 方法 その他につい
て協議するため区経済課 では9 日午前10

時か ら区議事堂に商店会代表者を
集 め商工指導所員を招いて協議会を開

催 した。

蛍 光 灯 の 滅 失 に か え

区 で 農 薬 配 布

昭和24年の初め、足立農協が農家の
協力を得て、3町歩に1本の割合で区
内の水田1、500町歩に600本の
蛍光灯を取りつけ害虫駆除に著しい効

果を挙げてきたが昨年来の" 金ヘン"
景気で大半の電線と蛍光灯が盗 まれそ
の用をな さなくなつたため、区農事係

ではBHC3 、000 瓩を農家に配給 し

て害虫繁殖の防止と駆除に万全を期 し
ている。

新 し い

戸 籍
婚姻について( 2)

( 3) 届出用紙　法務総裁が定めた
書式による屈書用紙を用いる( 区役
所　備えてある) 。届書の各欄中に
印刷された不要文字は該当する文字
を○ で囲む、アラビヤ数字があるも
のはアラビヤ数字を囲む。( 四欄中夫
婦の称すべき氏1夫の氏2妻の氏、
六欄婚姻関係1初婚2死別後の再婚
… … 九欄教育程度十二欄)
夫婦の称すべき氏の1又は2につい
て に 後 で 問 題 を 生 じ す や い か ら充 分
注 意 し 届 出 人 が ○ で囲 む
十三欄には未成年者の父母の同意、
養子の方は養親の氏名、婚姻によつ
て嫡出子の身分を取得する子がある
ときはその子の名を書く。父母の同
意は別に同意書を添付してもよい。
婚姻の届出によつて法律上の効力を
生じ夫又は妻の氏を称し、原則とし
て夫婦単位に新戸籍が作られる。し
かし婚姻によつて氏を改めない者が
現在戸籍の筆頭者( 元の戸主) であ
れ ば 、 新 戸 籍 を 作 らず 氏 を 改 め た 妻
又 は 夫 が その 戸 籍 に 入 籍 す る。
未 成 年 者 は 婚 姻 に よつ て 成 年 に 達 し
た も の とみ な さ れ 、 離 婚 又は 配 偶 者
が 死 亡 し た 後 も同 であ る 。
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要保護者の座談 と慰安会
足立区社会事業協会 と民生委 員会では

共同募金の配分金を基金として区内要
保護者のグループ指導の意味 の座談会

と慰安会の開催を計画 し民生館所毎に

これを開いた。

7 月30 日午後1 時か ら本木民生館地

区では西新井大師書院で開催、参会 者
約500 名

梅田民生事務所 地区では8 月2 日午後2
時か ら梅島小学校講堂で開催、区政

の協議会に出席中の大山区長が駈けつ
けて挨拶すれば、約600 名の参会者
か ら代表が立つて答辞を読み上げ る。
続いて座談に移り尾嶋民生事務所長、

山口保護 係長が質問の答弁に立ち、授
産所 その他の福利事業 の民生行政につ

いて説明する。午後5 時閉会
千住民生事務所地区で8月11日午後
3時から勝専寺で開催、開会に先立ち

民生行政に対する要保護者の要望事項
等について無記名投票を行つた所、民
生委員、民生事務所に対す謝意を表し

たものが多かつた。参加者400名な
お五兵衛民生事務所地区は8月16日
弘道小学校で座談会を開催する。 その

他常東、千 住新橋、東淵江、沼田の各
民 生事務所地区の開催 日は末定

行 政 事 務 の 簡 素 化

1 か 年 の準 備 期 間 で住 民 票 完 備

現在の寄留制度と世帯台帳制度のおの

おのの長をとり短をすてて統合した住

民登録の新制度が6月8日公布された

住民登録法により1か年の準備期間を

おいて明年7月1日から実施されるこ

とになつた。この制度によると今まで

より簡単に居住証明、身許証明、扶養

家 族 証 明 な どを 得 る こ と が で き 、 こ れ

ま で 戸 籍 の 謄 抄 本 を 必 要 と して い た 場

合 も、 居 住 地 の 区 市 町 村 役 場 で住 民 票

の 写 を も らつ て 戸 籍 の 謄 抄 本 に 代 用 さ

せ る こ と が で き る よ う に な り そ の 他 行

政 事 務 の 簡 素 化 等 い ろ い ろ の 利 点 が 生

じ て く る。

子供を水禍から守れ!

毎 年海や川で溺 れる子供の数は決して
少くない。昨年は東京都 だけで372

名の犠性者がでており7 月が圧倒的 に
多い 。今年 もすでに4 名の水死者が本
区学童の中か らでているが保護者の方

は次 の点について充分注意して下 さい
1 、子 供 達 だ け で海 川 に 行 か せな い こ

と

2 、 防 火 用 貯 水池 の 傍 で 遊 ん で い た 子

は 誰 も 知 らぬ 間 に 死 ん で い た とい

う 本 年 の 実 例 が あ る か ら 、 決 し て

遊 ば せ な い こ と

" 農業委員" 決まる

区 長 選 任 の3 名 も

農業経営 の合理化を図り農民の地位向
上に寄与するため新 らた に発足した農

業委員会の委員選挙は7 月20 日区内9

か所 の投票所 で午前9 時か ら一斉に
行われた。当日開票の結果次の諸氏が
新委員となつた。

当選　大島祐成　　　705

〃　　 小 宮 新 太 郞　　477

〃　　 江 川 武 雄　　　435

〃　　 横 山 貞 治　　　425

〃　　淸水龜次郞　　390

〃　　 鈴 木 長 昌　　　390

〃　　 芦 川 幸 四 郞　　384

〃　　 古 庄 靜 雄　　　368

〃　　 梶 本 岩 藏　　　358

〃　　 平 田 藤 次 郞　　358

〃　　淸水賢一　　　342

〃　　 星 野 千 代松　　324

〃　　 齊 藤 常 吉　　　286
〃　　飯塚武安　　　216

〃　　 須 賀 博 藏　　　211

なお当日の有権者総数は8 、773 名
投票数6 、060 名投 票率は6 割9 分

区長選任の農業委員
足 立農業協同
組合理事長 鈴 木 安 行

都議会 議員　 鴨 下 榮 吉

区経済委員長　 荒 井 甚兵衞

茨城県の子供会を招 き
社会科研究をか ね交歓会

昨年8月に都内子供会を代表して本区

の子供会児童が茨城県稲敷郡安中村の

子 供 会 に 招 か れ 交 歓 会 を 行 つ た の で 本

年 は こ れ ら 農 村 の 優 良 児 童 を 本 区 に 招

待 し 社 会 科 研 究 を か ね そ の 親 交 を 深 め

る た め に 緑 蔭 子 供 会 の 行 事 の 一 端 と し

て8 月19 、20 、21 の3 日 間 に 且

つ て 次 の ス ケ ヂ ユ ー ル に よ り 子 供 交 歓

会 を 開 催 す る こ と に な つ た 。 又 当 日 は

北 千 住 駅 前 に ア ー チ を 作 つ て 盛 大 な 歓

迎 を し よ う と 子 供 会 で は 今 か ら そ の 準

備 に 張 切 つ て い る 。

な お 参 加 者 は 安 中 村 児 童 生 徒60 名 に

引 率 者 と し て 茨 城 県 教 育 委 員 会 稲 敷 村

出 張 所 長 、 安 中 村 長 、PTA 会 長 、 婦 人

会 長 、 小 中 学 校 長 な ど16 名 が 来 区 す

る 。

行 事 日 程

19日△ 午前9時北千住着午前中宿舎(
千住4丁目安養院、千住3丁目氷

川神社社務所) にて休憩△ 午后2時
か ら千 尋 第1 小 学 校 で 歓 迎 児童 大 会
開 催

20日△ 午前6時早起会( ラジオ体操)
△ 午 前8 時30 分 千 住 東 宝 で 児 童 映
画 大 会 △ 午 前10 時30 分 巡 回 バ ス
で 都 内 見 学

21 日 △ 午 前9 時 宿 舎 出 発 上 野 動 物 園
及 び 博 物 館 見 学 、 午 后2 時 上 野 発列

車 で帰 校

『に せ者』 に御注意

固定資産評価係員の
昨 年 の 税 制 改 革 に よつ て 新 ら し く 生

ま れ た 固 定 資 産 税 に つ い て この 固 定

資 産 の 時 価 評 価 の た め 現 在 税 務 事 務

所 の 係 員 が 直接 お 宅 へ 訪 問 し て 実 地

調 査 し て お り ま す が こ の 係 員 の 『 に

せ 者 』 が 現 れ ま し た の で 、 訪 問 を 受

け た 家 で は 必 ず 身 分 証 明 書 の 呈 示 を

も と め る よ う に して 下 さ い 。


